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市政
を問
う

市政
を問
う

宮田 勝美
議員

昆　明美
議員

（文責本人） （文責本人）

市内における製造業、
ものづくり産業の現状は

施政方針演述の
農業振興に対する具体策は

市長  本市にとって、非常に重要な
 産業の一つと捉えている

市長  新・遠野型農業を目指しスタート
 今はその分岐点

雇用調整助成金
　経済上の理由により、事業活動の縮小を余儀なくされた事業主が、雇用の維
持を図るための休業、教育訓練、出向に要した費用を助成する制度です。
　受給するには、雇用保険の適用事業主であること、売上高が前年同期に比べ
10%以上減少していること等、いくつかの受給要件を満たす必要があります。
　受給額は、休業を実施した場合、事業主が支払った休業手当負担額に助成率
を乗じた額です。助成率（中小企業2/3、大企業1/2）となっており、計算に
当たっては1人1日あたりの受給額の上限等、いくつかの基準があります。

セーフティーネット
　網の目のように救済策を張ることで、安全や安心を
提供するための仕組み、社会保障の一種です。
　セーフティーネットには、住宅セーフティーネット
等いくつかありますが、単に「セーフティーネット」
という場合は安心で安定した生活や雇用に対するセー
フティーネット（失業者の生活の保障も含まれる）社
会制度を指す例が多い。

みどりの食料システム戦略の背景
・ 記録的な豪雨や台風、高温により、作物の収量減少、品質低下、漁
獲量の減少など、大きな影響が生じています。
・ 国内人口の減少による国内市場の縮小により、海外市場開拓に期待
が寄せられる一方、生産者の減少、高齢化により生産基盤が脆弱
化しています。
・ 製品のきれいさ新しさにこだわる価値観が、農薬や包材の過剰な使

用、食品ロスを招いている実態もあり、生産者だけでなく消費者の
理解と協働が、持続可能な食料システムの実現に必要です。
・ 生産力向上と持続性を実現するための行動変容と変革が求められ
ており、スマート技術は、作業の省力化、安全性向上、化学農薬、
肥料の低減など効果が期待されています。

問

現
状
を
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て

い
る
の
か
。

市
長

市
の
担
当
者
が
企
業
を
訪
問

し
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
し
た
が
、
大
半

が
前
年
比
20
％
、
30
％
程
度
落
ち
込

ん
で
お
り
、
厳
し
い
状
況
と
認
識
し

て
い
る
。

問

今
後
の
見
通
し
を
ど
の
よ
う
に

捉
え
る
か
。

市
長

世
界
経
済
の
影
響
か
ら
避
け

ら
れ
な
い
が
、
４
月
か
ら
６
月
に
か

け
て
好
転
し
て
い
く
だ
ろ
う
と
い
う

予
測
が
あ
り
、
適
正
な
価
格
転
嫁
に

も
期
待
し
て
い
る
。

問

今
後
の
支
援
策
を
ど
の
よ
う
に

捉
え
て
い
る
か
。

市
長

雇
用
調
整
助
成
金
制
度
や
、

中
小
企
業
信
用
保
証
保
険
法
に
基
づ

く
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
等
も
用
意
さ

れ
て
い
る
。
市
と
し
て
は
新
型
コ
ロ

ナ
経
済
対
策
と
し
て
、
企
業
の
生
産

性
向
上
を
支
援
す
る
た
め
の
設
備
投

資
等
を
こ
れ
か
ら
も
支
援
し
て
い

く
。

問

20
年
後
、
農
家
が
４
分
の
１
に

減
少
す
る
と
報
じ
ら
れ
た
事
を
ど
う

捉
え
る
か
。

市
長

起
農
塾
等
に
よ
る
新
規
農
業

形
態
の
確
保
と
育
成
、
地
域
計
画
策

定
に
よ
る
農
地
集
積
等
の
進
捗
か

ら
、
新
規
就
農
者
が
就
業
で
き
る
生

産
基
盤
の
確
保
に
取
り
組
ん
で
い

く
。
ま
た
、
農
家
の
グ
ル
ー
プ
化
、

法
人
化
等
の
取
り
組
み
も
同
時
に
必

要
と
考
え
て
い
る
。

問
※
１「
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本

法
」
見
直
し
や
※
２「
み
ど
り
の
食
料

シ
ス
テ
ム
戦
略
」
を
踏
ま
え
、
安
定

供
給
や
、
有
機
農
業
転
換
の
た
め
の

担
い
手
育
成
の
具
体
策
は
。

市
長

外
的
要
因
の
影
響
を
受
け
な

い
強
い
農
業
を
進
め
て
い
き
た
い
。

　

有
機
農
業
、
自
然
栽
培
に
取
り
組

み
成
果
を
上
げ
て
い
る
農
家
も
あ

り
、意
見
交
換
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

令
和
４
年
度
に
は
有
機
農
業
拡
大

の
た
め
補
助
制
度
を
設
け
支
援
を
し

た
。
６
年
度
は
内
容
を
見
直
し
、
新

た
な
補
助
事
業
を
行
う
。

　

栽
培
方
法
の
検
証
や
省
力
化
の
支

援
、市
独
自
の
認
定
基
準
を
検
討
し
、

競
争
力
の
あ
る
ブ
ラ
ン
ド
化
及
び
産

地
化
を
目
指
し
た
い
。

問

日
本
の
食
料
自
給
率
が
過
去
最

低
と
な
っ
た
が
、
耕
畜
連
携
を
強
み

遠
野
市
の
方
向
性
を
見
出
し
て
行
き

た
い
と
い
う
思
い
で
取
り
組
む
。

問
「
東
京
一
極
集
中
の
是
正
」
が

急
務
と
思
う
が
、
ど
の
よ
う
に
挑
ん

で
い
く
の
か
。

市
長

是
正
は
出
来
な
い
と
思
っ
て

い
る
。
そ
し
て
機
会
を
捉
え
な
が
ら

国
に
対
し
て
各
市
町
村
へ
の
資
金
的

な
援
助
を
要
望
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

問
※
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の

営
業
活
動
を
行
っ
て
い
る
か
。

市
長

今
ま
で
は
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

が
出
来
て
い
な
か
っ
た
、
営
業
に
持

っ
て
歩
く
材
料
が
無
か
っ
た
こ
と
か

ら
、
ま
ず
は
こ
れ
ら
を
作
る
こ
と
か

ら
始
め
て
い
る
。

問

２
０
５
０
年
を
見
据
え
た
人
口

減
少
問
題
に
対
す
る
戦
略
は
。

市
長

人
口
減
の
マ
イ
ナ
ス
要
素
ば

か
り
を
並
べ
る
姿
勢
の
議
論
か
ら
、

明
る
い
未
来
の
開
拓
の
要
素
、
可
能

性
の
要
素
に
関
す
る
戦
略
的
議
論
を

し
、
明
る
い
未
来
を
実
現
し
て
い
く

こ
と
が
、
最
重
要
と
考
え
て
い
る
。

　

ブ
ラ
ン
ド
化
は
、
大
市
場
へ
売
り

込
む
強
力
な
手
段
の
一
つ
に
な
る
と

考
え
て
い
る
。

問

農
業
生
産
人
口
が
減
少
し
て
い

く
な
か
、
20
年
後
私
た
ち
は
食
べ
て

い
け
る
の
か
。

市
長

新
た
に
遠
野
型
農
業
の
確
立

を
目
指
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
い
と
考

え
て
お
り
、
今
、
そ
の
分
岐
点
に
立

っ
て
い
る
。
農
業
者
、
消
費
者
、
支

え
る
地
域
一
丸
と
な
り
進
ん
で
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

加
速
す
る
人
口
減
少

問
題
に
つ
い
て

問

加
速
す
る
人
口
減
少
問
題
に
つ

い
て
市
長
の
見
解
は
。

市
長

人
口
減
少
問
題
に
特
効
薬
は

無
い
と
考
え
る
。

問

国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研

究
所
の
厳
し
い
予
測
を
ど
の
よ
う
に

受
け
止
め
て
い
る
か
。

市
長

非
常
に
厳
し
い
予
測
だ
が
、

に
有
機
農
業
に
力
を
入
れ
、
遠
野
型

ブ
ラ
ン
ド
化
に
力
を
入
れ
る
考
え

は
。市

長

中
山
間
地
は
農
業
条
件
と
し

て
不
利
で
あ
る
が
、
有
機
農
業
へ
の

転
換
等
で
強
み
を
創
出
し
た
い
。

　

当
市
の
耕
畜
連
携
の
取
り
組
み

は
、「
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦

略
」
の
方
針
に
合
致
す
る
。
飼
料
生

産
を
拡
大
し
、
堆
肥
活
用
を
進
め
る

こ
と
が
、
畜
産
振
興
と
同
時
に
、
循

環
型
農
業
の
推
進
と
有
機
農
業
転
換

の
大
き
な
力
に
な
る
と
考
え
る
。

※
１
「
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
法
」

　
見
直
し
の
４
つ
の
方
向
性

　
・
皆
さ
ん
に
食
料
を
届
け
る
力
の
強
化

　
・
次
世
代
へ
つ
な
ぐ
、
環
境
に
や
さ
し
い

農
業
・
食
品
産
業
へ
の
転
換

　
・
新
た
な
技
術
を
活
用
し
た
、
生
産
性
の

高
い
農
業
経
営

　
・
農
村
・
農
業
に
関
わ
る
人
を
増
や
し
、

農
村
や
農
業
イ
ン
フ
ラ
を
維
持

※
２
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略

　
食
料
の
安
定
供
給
の
た
め
、
災
害
や
温
暖

化
に
強
く
、
生
産
者
の
減
少
も
見
据
え
た
取

り
組
み
が
必
要
で
あ
り
、
環
境
や
健
康
を
重

視
す
る
国
内
外
の
動
き
に
も
対
応
す
る
た
め
、

農
林
水
産
省
が
策
定
し
た
も
の
。

※
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

　
あ
る
地
域
の
認
知
度
向
上
や
ブ
ラ
ン
ド
力

向
上
を
目
的
と
し
て
行
わ
れ
る
活
動
の
事
で
、

地
方
自
治
体
に
よ
る
「
広
報
活
動
」
や
「
営

業
活
動
」
の
こ
と
で
す
。

工場内の加工機

八十八たびの手がかかる米作り、美味しくなあれ、の思いを込める。


